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［年金友の会］
　◎JAバンク徳島　年金受給者のつどい

　　　　　　　　　コロッケコンサート（ご報告）

　◎年金友の会運動会

　◎年金友の会親睦旅行

JA共済「書道・交通安全ポスター」
　徳島県コンクール
相続セミナー
組合員の皆様へお知らせ
認定農業者調査結果
JAの自己改革に関する組合員
　アンケートへのご協力について
農業者年金に加入しましょう
組合員資格の確認のお願い

徳島特選ブランド「三野のはれひめ」
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組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
希
望

に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
中
は
、
Ｊ
Ａ
事
業
全
般
に
わ
た
り
深
い
ご
理
解
と
温
か
い

ご
協
力
を
賜
り
、
各
事
業
概
ね
計
画
ど
お
り
遂
行
し
て
お
り
ま
す

こ
と
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
顧
み
ま
す
と
昨
年
も
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
気
象

観
測
史
上
で
も
最
大
級
の
集
中
豪
雨
と
な
っ
た
７
月
の
九
州
北
部

豪
雨
は
皆
様
の
記
憶
に
も
新
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
６

月
に
発
生
し
た
台
風
３
号
を
元
凶
と
す
る
天
災
で
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
福
岡
県
、
大
分
県
の
両
県
で
は
、

死
者
３７
名
、
行
方
不
明
者
４
名
の
人
的
被
害
の
他
、
多
く
の
家
屋

の
全
半
壊
や
床
上
浸
水
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

被
害
・
被
災
者
の
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
早
急
な
復
興
・
復
旧
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
自
然
災
害
は
非
情
な
も
の
で
、
今
般
話
題
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
す
。
今
後
３０
年

の
間
に
起
こ
る
確
率
は
７０
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
て

皆
様
方
に
ご
挨
拶
で
き
る
の
も
平
穏
無
事
に
時
が
過
ぎ
て
い
る
か

ら
こ
そ
で
あ
り
、
来
た
る
べ
き
時
に
備
え
る
こ
と
の
重
要
さ
を
再

確
認
す
べ
き
時
で
な
か
ろ
う
か
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
明
る
い
話
題
と
し
ま
し
て
は
、
将
棋
界
に
お
け
る
藤
井
聡
太
４

段
の
「
公
式
戦
の
新
記
録
と
な
る
２９
連
勝
を
達
成
、
歴
代
最
多
記

録
を
３０
年
ぶ
り
に
更
新
」
と
い
う
業
績
で
す
。
記
者
会
見
で
は
、

「
連
勝
は
い
つ
か
途
切
れ
る
、
一
局
一
局
を
尽
く
す
」
と
の
こ

阿
波
み
よ
し
農
業
協
同
組
合

勝
瑞  

時
寛

代
表
理
事
組
合
長

と
。
若
干
１５
歳
の
青
年
の
快
挙
に
心
震
わ
さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
一
方
で
は
、
最
高
齢
プ
ロ
棋
士

で
あ
る
加
藤
一
二
三
９
段
が
現
役
を
引
退
し
、
「
や
る
気
を
失
わ

ず
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
人
生
を
歩
む
」
と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

先
人
か
ら
後
人
へ
の
バ
ト
ン
パ
ス
、
こ
れ
は
何
事
に
お
き
ま
し
て

も
誰
し
も
に
あ
り
得
る
事
象
だ
と
思
い
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
に
お
き
ま
し
て
も
各
部
門
に
お
い
て
先
人
か
ら
の
継

承
に
加
え
、
「
中
期
経
営
計
画
」
に
基
づ
き
自
己
改
革
な
ら
び
に

事
業
展
開
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
経
営
計
画
も
平
成
３０
年

度
は
３
か
年
計
画
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
正
に
「
言
う
は
易

し
、
行
う
は
難
し
」
で
は
あ
り
ま
す
が
、
農
家
組
合
員
の
高
齢
化

や
継
承
問
題
等
に
よ
る
農
業
者
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
地
域

農
業
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
こ
の
中
期
経
営
計
画
を
達
成

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
の
外
的
問
題
に
加
え
、
農
協
法
の
改
正
に
よ

り
理
事
構
成
要
件
の
新
設
や
公
認
会
計
士
監
査
の
実
施
、
合
併
問

題
な
ど
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
更
な
る
自

己
改
革
を
進
め
、
こ
れ
ら
諸
課
題
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
一

丸
と
な
っ
て
一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
年
明
け
早
々
の
２
月
に
韓
国
の
平
昌
で
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
６
月
〜
７
月
に
は
ロ
シ
ア
で
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
が
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
世
界

的
な
大
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
年
で
す
。
一
般
的
に
一
大
イ
ベ

ン
ト
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
る
公
共
事
業
の
拡
大
や
個
人
消
費
を

押
し
上
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
各
地
か

ら
の
参
加
者
が
集
う
行
事
は
、
世
界
中
が
一
体
と
な
る
極
め
て
重

要
な
事
柄
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
個
々
で
達
成
困
難
な
こ
と
は

周
り
の
協
力
や
支
援
を
仰
ぎ
打
破
し
て
い
く
、
こ
れ
は
何
事
に
お

い
て
も
同
じ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
組
合
員
の
皆
様
あ
っ
て
の
組
合
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
か
ら
頼
ら
れ
る
、
皆

様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
組
合
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
一

層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
結
び
と
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
あ
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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誠

こ
と顧
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史

観
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豪
雨に

発

月
にが

す
が

死
者者全

半

の
全害

被
害に

、

も
にこ

う

　
こり

上

取
り間

の
間様

方

皆
様こ

そ

ら
こ認

す

確
認明
　
明の

段
の

録
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連 け

明

謹　　賀　　新　　年
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岡
田
　
秀
剛

会
長

Ｊ
Ａ
阿
波
み
よ
し
年
金
友
の
会

連
絡
協
議
会

新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。　

　
年
金
友
の
会
会
員
の
皆
様
に
は
お
元
気
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
私
こ
と
、平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
ご
勇
退
さ
れ
ま
し

た
藤
田
前
会
長
様
よ
り
大
役
を
お
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
本
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、皆
様
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
四
千
三
百
名
を
超
え
る

会
員
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
尚
、昨
年
七
月
に
は
会
員
の
皆
様
方
の
日
頃
の
ご
協
力
に
感
謝
致
し
ま
し
て
、Ｊ
Ａ

バ
ン
ク
徳
島
年
金
受
給
者
の
つ
ど
い「
コ
ロ
ッ
ケ
コ
ン
サ
ー
ト
」が
開
催
さ
れ
、当
Ｊ
Ａ

か
ら
一
千
百
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、本
年
に
お
き
ま
し
て
も
会
員
相
互
の
親
睦
と
健
康
で
楽
し
い
人
生
と
明
る

い
地
域
社
会
の
構
築
に
寄
与
で
き
ま
す
よ
う
、親
睦
旅
行
、運
動
会
、講
演
会
な
ど
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
参
加
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
今
後
も
会
員
の
増
加
を
図
り
つ
つ
、各
種
活
動
を
展
開
す
る
所
存
で
す
。皆
様
方
の

ご
協
力
に
よ
り
Ｊ
Ａ
阿
波
み
よ
し
年
金
友
の
会
の
親
睦
の
輪
が
ま
す
ま
す
広
が
り
ま

す
こ
と
と
、皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

竹
内
　
昌
子

部
長

J
A
阿
波
み
よ
し
　
女
性
部

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ご
家
族
で
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
事
を
、心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
女
性
部
活
動
に
対
し
ま
し
て
、組
合
員
の
皆
様
、ご
家
族
、役
職
員
の
方
々
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
度
の
女
性
部
活
動
も
、部
員
の
意
欲
的
な
活
動
の
取
り
組
み
で
、七
月
二
十
一
日
に

は
、第
十
八
回
通
常
総
会
・
家
の
光
大
会
・
女
性
の
つ
ど
い
・
芸
能
大
会
を
二
八
二
名
の
参
加

で
開
催
致
し
ま
し
た
。又
、次
世
代
を
担
う
子
供
達
が「
食
と
農
」に
興
味
を
持
ち
、そ
の
大

切
さ
を
体
験
す
る
親
子
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
を
、八
月
六
日
に
東
か
が
わ
市
の
ベ
ッ
セ

ル
お
お
ち
で
開
催
致
し
ま
し
た
。地
引
網
体
験
を
通
し
て
女
性
部
と
Ｊ
Ａ
で
、地
域
の
子
供

達
に（
い
の
ち
・
自
然
・
食
べ
物
・
農
業
の
大
切
さ
）に
興
味
を
も
っ
て
頂
く
事
が
出
来
ま
し

た
。十
月
二
十
五
日
に
は
第
十
一
回
女
性
部
運
動
会
を
盛
大
に
開
催
致
し
ま
し
た
。十
一
月

一
日
〜
二
日
に
か
け
て
女
性
部
ふ
れ
あ
い
の
旅
を
開
催
し
、京
都
・
嵯
峨
野
ト
ロ
ッ
コ
列
車

の
旅
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。毎
年
米
菓
子
セ
ッ
ト
・
家
の
光
十
二
月
号
の
推
進
に
は
、皆

様
の
ご
理
解
ご
協
力
賜
り
ま
し
て
達
成
で
き
ま
し
た
事
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
今
の
農
業
情
勢
は
、先
行
き
不
透
明
の
中
農
業
者
に
と
っ
て
厳
し
い
一
年
で
御
座
い

ま
し
た
。Ｊ
Ａ
阿
波
み
よ
し
女
性
部
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な
時
代
こ
そ「
踏
み
出
す
勇
気
・

学
ぼ
う
・
伝
え
よ
う
地
域
と
と
も
に
」を
実
践
目
標
に
、部
員
一
同
健
康
で
豊
か
な
気
持
ち

で
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、Ｊ
Ａ
阿
波
み
よ
し
女
性
部
の
更
な
る
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健

康
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



大 収 穫 祭

　平成29年11月5日（日）晴天の下、JA阿波みよしふれあい産直市大収穫祭

が盛大に執り行われました。食に関しては新米の販売、つきたて餅の特売、

JA女性部によるバザーコーナー、健康に関してはJA徳島厚生連農村健康

管理センターの保健師による血糖値検査、物忘れ検査が行われ沢山の人が

検査を受けました。イベントでは交通安全ビンゴ、3B体操、女性部踊り、オ

カリナの演奏等、多彩な催しがあり会場は一日中盛り上がりました。そして

最後に恒例の福投げがあり、子供の部と大人の部に分かれ沢山の方が餅、木

札を一生懸命ひろっていました。これからも安全安心、新鮮な野菜等を販売

致しますので、よろしくお願い申し上げます。

ふ れ あ い 産 直 市

平 成 29 年 度
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女 性 部 第11回 女性部運動会
　10月25日（水）、女性部の第11回
運動会を三加茂トレーニングセン
ターで開催致しました。女性部7支
部から総勢195名が出場し会場は熱
気に包まれました。
　JA女性部ならではの、ユニークな
競技が盛りだくさんで楽しく交流を
深めました。

　平成29年11月1日（水）～
2日（木）、女性部ふれあいの
旅（嵯峨野トロッコ列車と
湯の花温泉）に、40名が参加
しました。
　一日目は京都御所を見学
し鈴虫寺にて法話を聞き湯
の花温泉にて一泊しまし
た。
　二日目はトロッコ列車に
て秋の保津川沿いを見学し
ました。
　天候にも恵まれ、地区や
グループを越えた交流をす
ることが出来ました。

女 性 部 平成29年度 女性部ふれあいの旅
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肥料の三要素

　野菜が生きていくには、摂取しなければならない「17の必須要素」があり、そのなか

で特に重要で、肥料として施す必要があるのが窒素（N）、リン酸（P）、カリウム（K）の3

つの要素であり、これらは「肥料の三要素」と呼ばれる。

　窒素の主な働きとして、植物の体を作り上げる細胞の主要な構成要素。不足すると

成長不良をおこす。その他に光合成をつかさどる葉緑素、ビタミンなどの構成要素で

もある。

　リン酸の主な働きとして、遺伝をつかさどるDNAやRNA、光合成などの様々な生命

維持活動にエネルギーを供給する物質（ATP）他の構成要素。不足すると成長初期に根

がのびにくくなり生育に支障をきたすほか、開花や結実も悪くなる。

　カリウムの主な働きとして、植物の体を構成する要素ではないが、光合成による炭

水化物の合成や、葉からの転流など、さまざまな生命維持活動の調整役として重要で

ある。茎葉や根を丈夫にし、病気などに対する抵抗力を高める働きもある。
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肥料の種類と特徴

●原料による分類

植物性や動物性の有機物が原料。基本的に緩効性であり土づくり効果もあ
る。1つの肥料でも複数の肥料成分を含む。同じ名称の肥料でも含まれる成
分の種類や量、効果にばらつきがある。

有機質肥料

主に無機質で科学的な工程によって作られたもの。基本的に速効性である。
同じ名称の肥料であれば含まれる成分の種類や量、効果は変わらない。

化 学 肥 料

●高度化成・低度化成とは

肥料の3要素のうち2成分以上を含み、窒素+リン酸＋カリウムの合計が30以
上になる肥料。低度化成に比べて土壌を酸性化しにくい。また適正量の施用
であれば、塩類濃度も上昇しにくい。

高 度 化 成

肥料の3要素の合計が30未満の肥料であり、施肥面を均一に施用することが
出来る。土壌が酸性化しやすく塩類濃度が上昇しやすい。

低 度 化 成

●肥効による分類

施してすぐに効果が現れるが、肥効は長続きしない。元肥にも使えるが追肥
に向いている。

速効性肥料

ゆっくりと効果が現れ肥効が長い。元肥向き。緩効性肥料

●含まれる肥料要素の数による分類

三要素のうち1つだけを含む。化学肥料のベースになる肥料。必要な肥料成
分を必要な量だけ施すことができる。

単 　 　 肥

三要素のうち2つ以上を含む。原料には化学肥料、有機質肥料のどちらも使
われる。一度に複数の肥料成分を施せるので省力化が出来る。

複 合 肥 料

複数の肥料を混ぜ、科学的な加工によって製造され、粒状やペレット状にし
たもの。

化成肥料

粉状や粒状の複数の肥料を、単に混ぜ合わせたもの。配合肥料

複数の肥料を水に溶かしたもの。液体肥料
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菜の花栽培講習会及び出荷説明会

航空写真販売について

　菜の花出荷説明会が11月13日に三野集荷

場で開催しました。

　本年産は、栽培戸数100戸で栽培面積7．5

ヘクタールです。

　従来の束（150g）出荷に加え本年度よりバ

ラ詰め（5k／DB）出荷を本格的に始めるにあ

たり出荷説明を行い、約60戸の栽培農家が熱

心に栽培講習及び出荷説明を受けました。

　冬季の収入が安定する作物として期待さ

れ、重点推進品目として取り組んでいます。

　平成29年度前半に販売致しまし

た航空写真については、ご好評を

いただき大変ありがとうございま

した。後半は三野地区、三好地区、

池田地区の販売を致します。ご利

用をお待ちしております。

　※お問い合わせは下記の各地区

　　受付までご連絡下さい

●三野地区：三野支店　　TEL77-2333

●三好地区：三好支店　　TEL79-3122

●池田地区：西部センター TEL72-0159
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箸蔵小学校5年生児童が農業体験
　箸蔵小学校の5年生児童13名が、

もみまきから脱穀まで農業体験をし

ました。

　この活動は、食への関心・興味を高

揚し、食の大切さ、食を支える農の役

割、自らのくらしと社会の営みと関わ

り、地域の食文化、いのちと健康の尊

さなどに対する理解を広げ、深めるこ

と等をねらいとして食農教育にかか

る農業体験学習活動の実践として毎

年行われています。

　今年は天候不順で、思うように稲刈

りができなかったようですが、無事活

動を終えることが出来ました。

＜もみまき＞5月22日

＜脱穀①＞11月13日

＜稲刈り＞10月13日

＜田植え②＞6月14日

＜田植え①＞6月14日

＜脱穀②＞11月13日
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　10月28日（土）三好市池田総合体育館におい
て、池田・山城地区年金友の会会員及び関係者約
236名が集い、第17回年金友の会運動会が、多
数のご来賓の出席を賜り、盛大に開催されまし
た。開会式では中央・出合支部の谷川ナミ子様が
選手宣誓を行い、各支部において熱戦、接戦が繰
り広げられ、箸蔵支部が優勝を飾り昨年同様有
終の美を残す結果となりました。会員相互の親
睦も図られ、本年も無事全競技を終えることが
できました。来年も運動会で皆様とお会いでき
るのを楽しみにしております。
尚、本年度の結果は下記の通り
です。

優　勝
準優勝
第 3 位

箸蔵支部
白地支部
中央・出合支部

JAバンク徳島　年金受給者のつどい

コロッケコンサート

　ＪＡバンク徳島は、平成29年７月12日（水）・７月
13日（木）に徳島市のアスティ徳島で年金受給者を
招待し「コロッケコンサート」を開催しました。当JA
では日頃の感謝を込めて毎年、旅行・観劇・グラウン
ドゴルフ大会などを行っていますが、県下全体での
コンサートは今回が４回目でした。
　計４回の公演に約14000名の方が参加し、当ＪＡ
からも約1100名が参加しました。公演では、三代目
JSoulBrothersの「R．Y．U．S．E．I」から、昭和から
平成の名曲を集めたポップメドレー、そして十八番
の五木ひろしのロボットダンスも披露しラストは北
島三郎の「祭り」で会場は爆笑の渦に包まれました。
　当JAを年金受取金融機関に指定される方はどなた
でも「年金友の会」の会員になれます。他の金融機関からの指定変更も可能です。お近くの
JA各支店またはJA職員までお気軽にご連絡下さい。
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　最終日は今回メイン『一生に一度は善
光寺参り』と言われる創建以来約1400
年国宝善光寺。
　『観音菩薩の化身の牛』に導かれた『牛
に引かれ善光寺参り』は江戸時代から語
り継がれています。到着後、今回初めての
全員での記念撮影。撮影後、昼間はめった
に頂けないお数珠頂戴（おじゅずちょう
だい）、大本願上人（女性のお坊さん）から
頭を数珠でなでてもらうとご利益がある
という行事に偶然出合い、年金友の会会
員の皆様もお数珠頂戴を頂きました。
　本堂に入るとお戒壇めぐりの入口があ
り、御本尊の安置される瑠璃壇下の真暗
な回廊を通り中程に懸がる「極楽の錠前」
を探り当てて、秘仏の御本尊と結縁する
道場です。本当に真暗闇で道中何も見え
ません。回廊を出てあかりがさした時、目
の見えるあたり前の事が幸せに思い、目
が見える事が有りがたく感じました。
　帰り関越自動車道で交通事故があり、2
車線ふさがり大渋滞となりましたが、お
数珠頂戴のご利益で無事6時出発の飛行
機に間に合いました。
　今回参加者の皆様方のご協力によりま
して全員無事帰路に着くことができ、本
当にありがとうございました。
　次回の親睦旅行もご参加下さいますよ
うお願い申し上げます。

　本年度の親睦旅行は、初日徳島阿波お
どり空港より羽田へ、昼食は築地すしざ
んまい奥院にて握り寿司を舌つづみ、絶
品でした。貸切バスで首都高速・関越自動
車道を走り、宿は草津温泉。草津温泉の中
心に位置する湯畑は、毎分4600リット
ルの豊富な温泉が湧き出す町一番の源泉
です。5つ星の宿ホテル櫻井は30メート
ルの大浴場が自慢で、夜は宴会後、名物の
湯もみショーと櫻太鼓ショーを楽しみま
した。
　2日目はJA中野農産物直売所「オラン
チェ」で買物をしました。会計は大行列
で、JAカードで5％引をしていました。当
JAのふれあい産直市でも平成31年3月
まで同様に毎日JAカードで5％引きを実
施しています。昼食は上田きのこ村深山
できのこざんまい。昼から戦国時代に造
られ現存する五重六階の天守の中で日本
最古の国宝松本城を見学しました。2日目
の宿は戸倉上山田温泉ホテル圓山荘。

年金友の会

長野県善光寺と

真田氏ゆかりの地
を巡る

2泊3日の旅
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平成29年度　JA共済全国小・中学生「書道・交通安全ポスター」
徳島県コンクール　入賞・入選作品

　ＪＡ共済事業の一環として、次世代を担う小中学生を
対象とした「書道・交通安全ポスター」コンクールを毎年
実施しています。コンクールには、阿波みよし管内の小学
校19校、中学校6校の応募がありました。

　今年も積極的に参加して下さり、たくさんの入賞・入選
作品が選ばれました。見事、入選・入賞されました皆様に
おかれましては、誠におめでとうございます。
　尚、JA阿波みよし管内より入選・入賞されました方は次
の皆様です。

賞
天
地
地
地
地
人
人
人
人
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選

学年
1
4
5
6
2
1
2
4
6
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
4
5
5
6
6
6
6
6
6
1
1
2
3
3
3
3
3
3
3
3

学 校 名
池 田 小
池 田 小
池 田 小
昼 間 小
池 田 中
辻 小
池 田 小
三 縄 小
白 地 小
池 田 小
池 田 小
加 茂 小
芝 生 小
池 田 小
池 田 小
池 田 小
池 田 小
池 田 小
辻 小
池 田 小
三 縄 小
白 地 小
三 縄 小
池 田 小
池 田 小
箸 蔵 小
池 田 小
三 庄 小
三 縄 小
昼 間 小
加 茂 小
池 田 小
山 城 小
池 田 中
池 田 中
池 田 中
池 田 中
池 田 中
池 田 中
池 田 中
井 川 中
三 好 中
池 田 中
池 田 中

氏 名
麻 木 志 保
石 丸 紘 大
麻 木 結 加
竹 内 陽 来
藤 村 実 穂
日 浦 陽 香
原 田 悠 羽
大 岡 　 幸
武 田 大 和
新 居 来 知
藤 丸 大 晴
檜 　 里 菜
坂 本 さ ら
清 水 美 帆
田　野　あい子
中 村 咲 月
桐 川 裕 大
木 村 奏 音
近 藤 聖 也
竹 内 琉 貴
三 井 輝 星
松 下 ま み
村 井 心 美
大 西 百 椛
桐 川 帆 夏
福 田 真 平
宮 内 拓 海
逸 見 彩 乃
佐 藤 有 悟
安 富 一 真
藤 村 真 礼
大 西 心 桜
絆 地 琴 葉
佐 藤 功 盛
原 田 真 空
金　山　有之介
谷 川 涼 太
馬　場　梨衣奈
大　島　有理佳
麻 木 理 名
堀 江 千 尋
島 本 花 歩
藤 川 由 佳
西 本 惟 莉

半紙の部
賞
天
天
天
天
天
天
天
地
地
地
地
人
人
人
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選
入選

学年
2
3
4
5
6
2
3
1
3
6
2
1
1
3
3
3
3
4
6
6
6
1
3
3
3
3

学 校 名
池 田 小
池 田 小
三 縄 小
池 田 小
加 茂 小
池 田 中
三 野 中
池 田 小
池 田 小
白 地 小
池 田 中
加 茂 小
池 田 中
池 田 中
池 田 小
池 田 小
三 縄 小
池 田 小
池 田 小
池 田 小
三 縄 小
池 田 中
池 田 中
池 田 中
井 川 中
井 川 中

氏 名
木 村 奏 音
木 村 樹 音
大 岡 　 幸
麻 木 結 加
藤 村 真 礼
藤 村 実 穂
小笠原　　　諒
麻 木 志 保
原 田 海 希
武 田 大 和
池 北 昂 広
檜 　 里 菜
向 井 理 朝
麻 木 理 名
近　藤　沙耶佳
竹 内 琉 貴
三 井 輝 星
石 丸 紘 大
大 西 心 桜
近 藤 慧 和
佐 藤 有 悟
原 田 真 空
西 本 惟 莉
谷 川 涼 太
黒 田 千 夏
堀 江 千 尋

条幅の部

賞
特一
特選
特選
入選
入選
入選
入選
入選

学年
3
1
3
4
4
5
6
1

学 校 名
足 代 小
足 代 小
芝 生 小
三 庄 小
西 井 川 小
池 田 小
西 井 川 小
三 野 中

氏 名
大 倉 功 暉
吉 村 優 麻
河 内 葵 衣
手 塚 司 人
内 田 愛 莉
五 島 知 紀
山　本　英玲奈
三　木　鴻太朗

ポスターの部

徳島県下応募数

半 紙 応 募 数

条 幅 応 募 数

ポスター応募数

応 募 総 数

32,663点

1,928点

6,143点

40,734点

Ｊ
Ａ
共
済
全
国
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・
中
学
生

　「
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道
・
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通
安
全
ポ
ス
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ー
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県
コ
ン
ク
ー
ル
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平成
29年度

書道条幅の部　天賞

書道半紙の部　天賞交通安全ポスターの部　特選一席

県教育長賞
足代小3 大倉功暉さん

県知事賞
加茂小6 藤村真礼さん

JA徳島中央会会長賞
池田小2 木村奏音さん

県教育長賞
池田小3 木村樹音さん

JA徳島女性協会長賞
池田中2 藤村実穂さん

四国放送賞
池田小5 麻木結加さん

審査員奨励賞
三野中3 小笠原諒さん

徳島新聞社賞
三縄小4 大岡幸さん

JA徳島女性協会長賞
池田小1 麻木志保さん
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【「正組合員である認定農業者の数」に関する調査結果の公表】

農協法改正により
新たに理事の構成要件が定められました

農協法改正により
新たに理事の構成要件が定められました
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当JAの「正組合員である認定農業者の数」に関する調査結果は次のとおりです。当JAの「正組合員である認定農業者の数」に関する調査結果は次のとおりです。

【「正組合員である認定農業者の数」に関する調査結果の公表】【「正組合員である認定農業者の数」に関する調査結果の公表】【「正組合員である認定農業者の数」に関する調査結果の公表】

調 査 日

組合員数

平成29年10月31日
合計　8,339人
　＊内訳　正組合員　個人　5,675人（うち認定農業者69人）
　　　　　　　　　　法人　7団体（うち認定農業者5団体）
　　　　　准組合員　2,657人

農協法改正により農協法改正により
新たに理事の構成要件が定められました新たに理事の構成要件が定められました

農協法改正により農協法改正により
新たに理事の構成要件が定められました新たに理事の構成要件が定められました

農協法改正により
新たに理事の構成要件が定められました
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JA阿波みよし
●編集／発行　阿波みよし農業協同組合　〒771-2501　徳島県三好郡東みよし町昼間1812番地
　　　　　　　TEL.0883-79-3121　FAX.0883-79-2649
●印　　　刷　株式会社 アイコー印刷

組合員の皆さまへ
JAの自己改革に関する

組合員アンケートへのご協力について（お知らせ）
　現在、JAグループは「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」の3つの基本目標を
掲げ、自己改革に取り組んでいます。
　一方、政府は規制改革実施計画を策定し、農協改革を実行するようJAグループに強く要請してお
り、改革の進展状況によっては、JA事業の見直し・准組合員の利用規制の検討などが行われること
が想定されます。
　今般、JA阿波みよし及びJA徳島中央会では自己改革の取り組みに対する皆様の評価をお伺いし
て、より一層組合員の皆様の負託に応えるとともに、組合員の協同による総合事業によって、魅力あ
る地域の農業やくらしを支えるJAであるために、組合員アンケートを実施することといたしました。
　このアンケートを実施するにあたっては、下記により皆様のお宅にご訪問した際、職員からアン
ケートの趣旨をご説明させていただき、ご回答していただくことを予定しております。
　アンケートを実施することの趣旨をご賢察いただき、ご訪問の際には是非ともご協力をお願いし
たく、事前にお知らせをさせていただきます。
　なお、アンケート対象者の選定にあたっては、組合員名簿から無作為に選定させていただいており
ますことを申し添えます。

　組合員の皆様の組合員資格に変動が生じた場合は、定款第14条の定めるところにより、書面にて当
JAにお届けいただくことになっています。組合員資格に変動があった場合はお手数ですが、当JA窓
口で組合員資格変更手続きを行われますようお願い申し上げます。組合員資格区分は農業者の正組
合員と農業者以外の准組合員があります。正組合員は、農業に1年のうち90日以上従事する人等が該
当します。
　なお、資格の詳細はJA窓口でご確認いただけます。また、組合員資格変更届けの様式についてもJA
窓口にてご用意してあります。

の組合員資格に変動が生じた場合は、定款第14条の定めるところによ
ただくことになっています。組合員資格に変動があった場合はお手数で
変更手続きを行われますようお願い申し上げます 組合員資格区分は
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１．訪問期間
　 平成 30年 1月 9日（火）から　平成 30年 3月 9日（金）まで
　　※対象者に選定された方には訪問前に事前連絡いたします。

２．訪問した際の内容
 　◎訪問した職員がアンケート実施の趣旨を説明いたします。その際に、説明資料・アンケート内

容・アンケート回答用紙をお渡しいたします。
　 ◎アンケートのご回答をいただく設問は、正組合員の方は 6項目、准組合員の方は4項目を予定

しております。（いずれもマークシートによる設問となります。）
　 ◎アンケート回答用紙は訪問した職員が対面で回収させていただきます。ート回答用紙は訪問した職員が対面で回収させていただきます
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ート回答用紙は訪問した職員が対面で回収させていただきます。

業業業業業 者者者者者者者者者者者者者者者者者 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年 金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金 にににににににににににににににににににににににに 加加加加加加加加加加加加加加加 入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入 ししししししししししししししししししししししししししししししし ままままままままままままままままま ししししししししししししししししししししししししししししししし ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ ううううううううううううううううううううょ農 業 者 年 金 に 加 入 し ま し ょ う農 業 者 年 金 に 加 入 し ま し ょ う農 業 者 年 金 に 加 入 し ま し ょ う農 業 者 年 金 に 加 入 し ま し ょ う
農業者年金の特徴

①　農業に従事されている方は誰でも加入できます
②　保険料は自分で選べ、いつでも見直しできます
③　税制面で大きな優遇措置があります
④　少子高齢時代に強い年金。年金資産は安全性を重視して運用しています
⑤　終身年金です。80歳までにお亡くなりになった場合、死亡一時金があります
⑥　認定農業者など一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助があります

●加入の申し込みやご相談はJA支店または農業委員会までお問い合わせください。


